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：改善すべき事項

酒田市建設工事等事故防止対策委員会では、請負工事等の事故発生を未然に
防止し、工事の円滑な進捗を図ることを目的に、今年度１回目の安全点検（パ
トロール）を７月２２日(火)に実施しました。
今回は事前通告なしで２３箇所の現場を点検しましたので、主な点検結果に

ついてお知らせします。

：模範となる事項

側溝への直接排水
水路へ排水する場合は、泥貯めなど
を介してから排水しましょう。

大型モニターの設置

現場事務所に現場確認用の大型のモニ

ターを設置して、工事の進捗確認や危険

予知への取り組みがみられます。

令和７年８月２９日

事故防止対策委員会では、１０月下旬に「安全講習会」を開催するほか、１１
月に第２回の安全パトロールも実施する予定です。

通路の安全確保
通路へ夜間誘導灯を設置し、通行車両
に対する安全の配慮がみられます。

水位センサーの設置
増水時の迅速な対応に備えた、安全への
取り組みがみられます。

・危険予知マップや避難ルート図を現場に掲示している。
・油液処理キットが準備されている。
・敷き鉄板へ溶接でズレ防止の固定をしている。
・防塵対策のため散水車を配備している。

・片側交互通行規制の車両停止位置の明示が適切でない。
・昇降梯子が固定されていない。
・トラッククレーンのアウトリガーへ敷板が設置されていない。
・無人箇所にある重機が無施錠のまま。

事故ゼロを目指して！

令和７年度 第１回 安全パトロール実施

土石流労災防止へ
昨年７月の大雨による災害復旧工事が進めら

れていますが、土石流による被害防止を目的と
した「酒田市公共災害復旧工事土石流労働災害
防止協議会」を設立し、安全な工事実施につな
げています。
現在は災害復旧工事を受注した６社で構成され、会長は遠田建設の遠田亮介氏、

副会長には丸庄建設の加藤勇氏が選任されています。
現場に設置された雨量計のデータや作業中止基準などを共有し、危険時の連絡

体制の整備や、合同での避難訓練などを実施しています。

WBGT値チェックモニターの設置

同上（休憩所内）

現場休憩所へのスポットクーラー設置 空調服の着用

冷たい飲み物の配備 ヘルメット着用型のチェックモニター

厳しい暑さが続く中、各現場で熱中症対策の

さまざまな取り組みが行われていました。

点検の様子

是正


